
96%

97.5%

98%

98.7%

952万t

（赤字：再資源化率、黒字：再資源化等率）

建設発生土の平成７年度は、現場内利用を含まない率である。
数値は建設混合廃棄物は排出量、建設発生土は有効利用率、それ以外は再資源化率

平成１７年度建設副産物実態調査結果概要 資料６

：平成１２年度：平成７年度

90%

41%

45.3%

337万t

再資源化分↑ ↑縮減分

：平成１７年度目標値

62.9%

75%

：平成２２年度目標値

：平成１７年度：平成１４年度

65.1%

58%

65%

68.2%

%

75%

61%

38% 83%

90.7%

60%

81%

74.5%

65%

61.1
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建設廃棄物　計

コンクリート塊

アスファルト・
コンクリート塊

建設発生木材

建設汚泥
47.9%

6%

60%

建設混合廃棄物

建設発生土

293万ｔ

242万ｔ

32%

363万ｔ

30%

98.1%

98.6%

484万t

89.3%

68.6%

98%以上

95%90%

14%

100%

92.2%

96%以上

88% 91%

91.6%

85%

40%

品目別再資源化率の推移



排出量・最終処分量　品目別内訳の推移

その他　140万(1%)建設混合廃棄物
950万(10%)

建設汚泥
980万
(10%)

建設発生木材
630万(6%)

コンクリート塊
3,650万(37%)

アスファルト・
コンクリート塊

3,570万
(36%)

その他　150万(2%)建設混合廃棄物
480万(6%)

建設汚泥
830万
(10%)

建設発生木材
480万(6%)

コンクリート塊
3,530万(41%)

アスファルト・
コンクリート塊

3,010万
(35%)平成１２年度

全国計
8,480万

その他　140万(2%)建設混合廃棄物
340万(4%)

建設汚泥
850万
(10%)

建設発生木材
460万(6%)

コンクリート塊
3,510万(42%)

アスファルト・
コンクリート塊

2,970万
(36%)

平成１４年度
全国計
8,270万

その他　360万(5%)建設混合廃棄物
290万(4%)

建設汚泥
750万
(10%)

建設発生木材
470万(6%)

コンクリート塊
3,220万(41%)

アスファルト・
コンクリート塊

2,610万
(34%)

平成１７年度
全国計
7,700万

その他　90万(2%)

建設混合廃棄物
850万
(21%)

建設汚泥
840万
(20%)

建設発生木材
390(9%)

コンクリート塊
1,290万(32%)

アスファルト・
コンクリート塊

680万
(16%)

平成７年度
全国計
4,150万

その他
100万
(8%)

建設混合廃棄物
440万(34%)

建設汚泥
490万(38%)

建設発生木材
80万(6%)

コンクリート塊
130万(10%)

アスファルト・コンクリート塊
50万(4%)

平成１２年度
全国計
1,280万

建設混合廃棄物
220万(31%)

建設汚泥
270万(37%)

建設発生木材
50万(7%)

コンクリート塊
90万(13%)

アスファルト・コンクリート塊
40万(6%)

その他
40万
(6%)

平成１４年度
全国計
700万

建設汚泥
190万(32%)

建設混合廃棄物
210万(34%)

その他
60万
(10%)

アスファルト・コンクリート塊
40万(7%)

コンクリート塊
60万(10%)

建設発生木材
40万(7%)

平成１７年度
全国計
600万

平成７年度
全国計
9,910万

建設廃棄物品目別排出量（トン）
　　　（注）四捨五入の関係上、合計値が合わない場合がある。

建設廃棄物品目別最終処分量（トン）
　　　（注）四捨五入の関係上、合計値が合わない場合がある。




